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商
薫
造
の
パ
リ
滞
在

ー
滞
在
の
概
要
と
高
村
光
太
郎
と
の
交
友
を
中
心
に

南
薫
造
(
一
八
八
三
l
一
九
五

O
)
は、

一
九

O
七
(
明
治
四

O
)
年
三
月

に
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
同
年
七
月
、
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
出
発
し
、

以
後
、
三
年
間
に
及
ぶ
留
学
生
活
を
送
っ
た
。
主
な
滞
在
先
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
問
、
二
度
に
わ
た
り
パ
リ
を
訪
れ
て
い
る
。
最
初
は
一
九
O
八
年

十
月
に
二
週
間
程
度
、
二
度
目
は
一
九

O
九
年
七
月
か
ら
四
ヵ
月
と
一
週
間
程

度
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
決
し
て
長
い
滞
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
作
品
の
制
作
の

ル
1
ヴ
ル
美
術
館
や
デ
ュ
ラ
ン

1
リ
ュ
エ
ル
画
廊
な
ど
で
古
今
の
多
様

な
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
ま
た
、
高
村
光
太
郎
(
一
八
八
三
|
一
九
五
六
)
や

t

、:

い
じ
カ

有
島
壬
生
馬
(
生
馬
)
(
一
八
八
二
|
一
九
七
四
)
ら
と
親
交
を
深
め
て
い
る
。

有
島
の
ア
ト
リ
エ
で
は
共
に
制
作
に
励
ん
で
お
り
、
こ
の
交
友
関
係
は
、
帰
国

後
に
白
樺
社
主
催
で
聞
か
れ
た
「
南
薫
造

有
島
壬
生
馬
滞
欧
記
念
絵
画
展
覧

会
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
芸
術
の
都
」
パ
リ
で
、
南
は
青
春
の
日
々
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
何
を
得

た
の
だ
ろ
う
か
。

八白

典

子

田

最
初
の
パ
リ
滞
在
l
一
九
O
八
年
秋

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
南
が
初
め
て
パ
リ
を
訪
れ
た
の
は
一
九

O
八
(
明
治
四

一
)
年
十
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
日
の
日
記
に
は
、
「
今
朝
十
時
大
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津
、
白
瀧
両
氏
と
巴
里
へ
立
つ
。
:
・
七
時
に
は
巴
里
に
つ
い
た
。
デ
ィ
エ
ツ
プ

よ
り
ル
ア
ン
あ
た
り
は
夕
陽
を
受
け
て
実
に
面
白
い
景
色
で
あ
っ
た
。
:
・
七
時

は
既
に
暗
い
。
サ
ン
ラ
ザ
l
ル
の
停
車
場
か
ら
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
く
巴
里
の
町
を
馬

車
で
パ
ン
テ
オ
ン
の
オ
テ
ル
ス
フ
ロ

l
へ
来
る
。
ス
フ
ロ
ー
は
日
本
人
に
は

中
々
縁
の
あ
る
き
た
な
い
宿
屋
で
あ
る
。
:
・
五
階
の
天
井
の
低
い
室
で
寝
る
」

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
(
以
下
、
文
中
に
引
く
南
の
言
葉
で
特
に
注
記
が
な
い

も
の
の
出
典
は
日
記
で
あ
る
。
)

「
パ
ン
テ
オ
ン
の
オ
テ
ル
ス
フ
ロ

1
」
に
は
翌
年
の
七
月
に
も
滞
在
し
て
お

り
、
そ
の
折
り
に
受
け
取
っ
た
書
簡
の
宛
先
か
ら
、
そ
の
所
在
地
は
、
「
匂
同

5

叶
O
ロ
ロ
目
。
円
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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ト
ゥ
リ
エ
通
り
は
、

パ
リ
の
五
区
、

パ
ン
テ
オ
ン
正
面
と
リ
ュ
ク
サ
ン
プ

l

の
向
か
い
の
建
物
や
、
遠
景
に
描
か
れ
た
、

も
、
九
十
年
の
時
を
経
て
今
な
お
変
わ
ら
ぬ
行
ま
い
を
見
せ
て
お
り
、
南
の
足
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南薫造〈パリの家) 1908年、

水彩・紙、 25.2X17.7cm、

広島県立美術館蔵

図|

ル
公
園
を
結
ぶ
ス
フ
ロ
通
り
の
中
程
か
ら
北
に
延
び
、
す
ぐ
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の

南
壁
に
突
き
当
た
る
小
路
で
あ
る
。
九
番
地
に
は
現
在
、
六
階
建
て

は
さ
ら
に
窓
を
は
め
こ
ん
だ
小
部
屋
の
よ
う
な
も
の
が
並
ん
で
い
る
)

(
屋
上
に

跡
を
惑
か
な
も
の
と
し
て
く
れ
た
。

の
一
見

南
は
パ
リ
到
着
の
翌
日
か
ら
、

パ
ン
テ
オ
ン
、

ル
l
ヴ
ル
美
術
館
、
デ
ュ
ラ
ン

1
リ
ュ
エ
ル
画
廊
な
ど
を
次
々
と

リ
ュ
ク
サ
ン
プ
1
ル
美
術
館
、

新
し
い
白
壁
の
ア
パ
ー
ト
が
立
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
塗
装
に
よ
っ
て
外
観
を

パ
リ
大
学
、

ぶ
窓
は
五
つ
で
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
建
物
で
あ
る
。

一
新
し
た
も
の
ら
し
く
、
建
物
自
体
は
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
指
に
並

ン
ヌ
、
印
象
派
、
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、

訪
ね
、
多
く
の
美
術
作
品
を
日
に
し
た
。
特
に
、
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ア

南
の
水
彩
の
作
品
《
パ
リ
の
家
》
(
図
1
)
は、

カ
ー
テ
ン
で
あ
ろ
う
か
。

〈パリの家〉に描かれた建物

そ
の
中
程
よ
り
や
や
下
あ

た
り
に
ト
ゥ
リ
エ
通
り
と

ス
フ
ロ
通
り
の
合
流
地
点

が
描
か
れ
て
お
り
、

ス
フ

ロ
通
り
を
行
き
交
う
人
々

の
姿
が
見
え
る
。
パ
リ
で

は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
ー

ス
フ
ロ
通
り
に
沿
っ
て
立
つ
建
物

カ
リ
エ

l
ル
の
作
品
に
感
銘
し
て
い
る
。

か
ね
て
、
こ
の
最
初
の
滞
在

美
術
鑑
賞
の
合
間
に
は
音
楽
会
や
オ
ペ
ラ
に
も
出
掛
け
、

時
に
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
ー
か
ら
描
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
調

び
の
調
査
ー
よ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
周
囲
の
様
子
は
今
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

ま
さ
に
こ
の
地
点
で
、
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ

1
の
客
室
か
ら
見
下
ろ
す
形
で
描
か

べ
や
ロ

l
エ
ン
グ
リ
ン
の
舞
台
を
楽
し
ん
だ
。

日
本
人
の
友
人
知
人
と
の
行
き
来
も
盛
ん
で
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
、
互
い

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
画
面
左
端
の
暗
い
紫
が
か
っ
た
部
分
は
窓
枠
か

け
て
い
る
。

の
滞
在
先
を
訪
ね
て
食
事
を
共
に
し
た
り
、
連
れ
立
っ
て
展
覧
会
見
学
に
出
掛

一
緒
に
ロ
ン
ド
ン
を
発
っ
た
白
瀧
は
、
南
ら
と
は
別
に
、
問

5
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号、

E
B
H
B
に
滞
在
し
て
お
り
、
南
は
何
度
も
白
瀧
の
許
を
訪
ね
て
い
る
。
十

八
日
の
日
記
に
は
、
「
芝
居
町
で
白
瀧
君
の
御
馳
走
が
あ
る
の
で
行
く
。
大
ひ
に

腕
前
を
拝
見
し
た
。
六
、
七
人
集
ま
っ
て
中
々
盛
ん
だ
っ
た
」
と
あ
る
。

白
瀧
の
他
に
、
日
記
に
そ
の
名
が
幾
度
も
登
場
す
る
人
物
に
高
村
光
太
郎
が

い
る
。
高
村
に
関
す
る
記
述
を
以
下
に
引
く
。

ま
ず
、
パ
リ
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
十
月
十
二
日
、
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ

l

に
落
ち
着
い
た
後
、

「
近
い
所
に
住
ん
で
居
る
高
村
君
を
訪
ふ
。
居
な
い
」

翌
十
三
日

「
朝
め
し
を
食
っ
て
、
し
ま
っ
て
居
た
ら
高
村
君
が
来
た
。
三
人

で
パ
ン
テ
オ
ン
を
見
る
。
・
:
高
村
君
の
ア
ト
リ
エ
に
て
夕
食
す
」

二
十
二
日

「
高
村
君
の
所
で
一
日
暮
ら
す
。
パ
カ
に
寒
い
」

ロ
ン
ド
ン
で
知
り
合
っ
た
二
人
が
、
こ
の
時
期
パ
リ
で
も
親
し
く
行
き
来
を

し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ロ
ン
ド
ン
を
発
つ
日
に
日
本
の
両
親
に
宛
て

た
便
り
の
記
述
か
ら
、
二
週
間
程
度
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
南
の
パ
リ
滞
在
は
、

第
二
期
パ
リ
滞
在
|
一
九

O
九
年
夏
か
ら
晩
秋

南
が
二
回
目
に
パ
リ
を
訪
ね
た
の
は
、

一
九

O
九
(
明
治
四
二
)
年
七
月
七

日
の
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
て
の
再
訪
で
あ
っ

た
。
そ
の
日
の
日
記
に
は
「
巴
里
に
移
る
」
と
あ
る
。

こ
の
時
も
最
初
は
オ
テ
ル
・
ス
フ
ロ

1
に
投
宿
し
て
い
た
よ
う
だ
が

(
南
宛

て
書
簡
の
宛
先
よ
り
)
、
十
四
日
の
日
記
に
、
「
∞
ω

∞g
z
g丘
庁
間
以
O
ユ・

問
。
ヨ
こ
の
「
冨
包
m
w
B
O
F
2
0
可
」
の
許
に
下
宿
を
定
め
る
と
の
記
述
が
あ
る
。

ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
大
通
り
は
、

五
区
の
南
端
を
東
西
に
走
り
、
十
三
区

及
び
十
四
区
と
の
境
界
を
な
す
通
り
で
あ
る
。
八
十
五
番
地
は
、

オ
テ
ル
・
ス

フ
ロ
ー
が
あ
る
パ
ン
テ
オ
ン
界
隈
や
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
1
ル
公
園
か
ら
は
1
キ
ロ

程
度
、
高
村
や
有
島
が
暮
ら
し
て
い
た
カ
ン
パ

l
ニ
ュ
・
プ
ル
ミ
エ
ル
通
り
(
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
に
ほ
ど
近
い
小
径
)

か
ら
は
六
百
メ
ー
ト
ル
程
度
の
距
離
に

あ
る
。現

在
同
地
点
に
は
、
白
い
石
壁
に
落
ち
着
い
た
ブ
ル

l
の
匡
根
を
頂
い
た
七
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階
建
て
の
典
型
的
な
パ
リ
の
集
合
住
宅
が
立
っ
て
い
る
。
各
階
に
並
ぶ
窓
は
十

を
数
え
、
な
か
な
か
に
大
き
な
建
物
で
あ
る
。
ど
っ
し
り
と
し
た
木
の
扉
を
く

ぐ
り
、
奥
に
進
む
と
か
な
り
広
い
中
庭
に
な
っ
て
お
り
、
道
を
挟
ん
で
向
か
い

合
わ
せ
に
二
棟
ず
つ
、
白
壁
、
赤
瓦
の
三
階
建
て
の
住
宅
が
あ
る
。
道
に
沿
っ

て
小
さ
な
緑
地
が
あ
り
、
細
い
竹
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
。
南
の
日
記
に
、
「
中

庭
」
で
の
制
作
に
つ
い
て
綴
っ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
の
場
所
で
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

管
理
人
の
話
で
は
、
建
物
は
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
下
宿
屋
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。
(
ル
ロ
ワ
夫
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
ル
ロ
ワ
姓
の
人
は
住
ん

で
お
ら
ず
、
区
役
所
等
で
の
調
査
で
も
消
息
は
不
明
。
)



萎術研究第13号 2000

こ
の
二
回
目
の
パ
リ
滞
在
は
、
初
回
に
比
べ
る
と
期
間
が
長
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
日
本
人
以
外
の
人
々
と
の
交
流
も
か
な
り
あ
っ
た
様
子
で
あ
る
。
「
ジ
ャ

ン
」
や
「
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
」
と
田
舎
へ
出
か
け
た
り
、
「
ポ
ッ
ト
ラ
嬢
」
に
ア
イ

ウ
エ
オ
を
教
え
た
り
、
「
マ
ド
マ
ゼ
ル
マ
リ
1
」
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
耳
を
傾
け
た

こ
と
な
ど
が
日
記
か
ら
知
ら
れ
る
。

日
本
人
で
は
、
有
島
と
の
交
わ
り
が
目
立
つ
。

「
朝
、
先
週
か
ら
の
つ
づ
き
の
有
嶋
君
の
画
室
で
イ
ボ
ン
ヌ
と
云
ふ
娘
を
画
き

に
行
く
」
(
八
月
十
六
日
)

「
引
き
続
い
て
有
嶋
君
の
画
室
へ
毎
朝
行
っ
て
居
る
。
今
朝
か
ら
六
つ
程
に
な

る
男
の
子
を
画
き
初
め
た
」
(
八
月
二
十
三
日
)

「
有
嶋
君
の
所
へ
朝
来
て
見
る
と
イ
ボ
ン
ヌ
と
ナ
ナ
が
来
て
居
る
」
(
九
月
六

日
「
昼
有
嶋
君
が
突
然
や
っ
て
来
て
百
フ
ラ
ン
も
っ
て
来
て
呉
れ
た
。
別
に
頼
ん

だ
の
で
は
無
か
っ
た
が
困
っ
て
居
る
だ
ろ
!
と
察
し
て
呉
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」

(
十
月
二
十
日
)

「
昼
め
し
を
食
っ
て
有
嶋
君
を
訪
ふ

0

・
:
一
所
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
合
同
墓
地

に
行
く
」
(
十
月
三
十
一
日
)

一
昨
年
の
南
薫
造
展
(
広
島
県
立
美
術
館
)
で
も
展
示
さ
れ
た
〈
小
童
》
《
裸

婦
〉
(
い
ず
れ
も
広
島
県
立
美
術
館
蔵
)
は
、
こ
の
時
期
に
有
島
の
画
室
で
制
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

有
島
の
画
室
で
の
制
作
の
ほ
か
、

繁
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

セ
l
ヌ
河
畔
や
パ
リ
郊
外
で
の
写
生
も
頻

一
回
目
の
滞
在
と
同
様
、

サ
ロ
ン
・
ド
l
ト
ン
ヌ

や
デ
ュ
ラ
ン

l
リ
ュ
エ
ル
画
廊
、

ル
l
ヴ
ル
美
術
館
な
ど
に
も
出
掛
け
た
。
九

月
十
三
日
の
日
記
に
は
、

ト
ロ
カ
デ
ロ
へ
行
き
、
「
印
度
の
部
」
に
入
っ
た
と
の

記
述
が
あ
る
が
、
ギ
メ
美
術
館
(
一
八
八
八
年
に
現
在
地
に
開
館
)

の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
津
田
君
」
(
津
田
青
楓
)
に
会
っ
た
と
も
記
し
て
い
る
。

下
宿
に
近
い
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
l
ル
公
園
で
散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
多
か
っ
た

ょ
う
だ
。

こ
の
、
二
回
目
の
パ
リ
滞
在
は
、
十
一
月
十
五
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
そ

の
日
の
夜
、
リ
ヨ
ン
駅
か
ら
イ
タ
リ
ア
旅
行
へ
出
発
し
た
た
め
で
あ
る
。
前
日

の
十
四
日
に
は
、
「
あ
し
た
大
津
先
生
と
い
よ
い
よ
伊
太
利
旅
行
に
立
つ
事
に
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な
っ
た
の
で
其
の
準
備
を
す
る
」
、
当
日
十
五
日
に
は
、
「
今
夜
十
時
三
十
五
分

の
汽
車
で
ガ
l
ル
ド
リ
オ
ン
か
ら
立
つ
つ
も
り
だ
。
馬
車
を
や
と
っ
て
来
た
」

と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
次
い
で
翌
十
六
日
は
、
朝
七
時
半
過
ぎ
に
リ
ヨ
ン
に

着
い
て
美
術
館
で
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
の
作
品
を
見
た
後
、
再
び
車
中
の
人
と
な
っ

て
、
そ
の
日
は
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
泊
り
。
十
七
日
に
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
を
発
っ
て
、
十
八

日
朝
七
時
前
、
ミ
ラ
ノ
に
降
り
立
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
つ
い
て
は
、

「
十
月
に
な
っ
た
ら
伊
太
利
へ
立
つ
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
う
ち
か
ら
金
が
来
な

い
の
で
困
っ
て
い
る
。
父
よ
り
は
既
に
八
月
十
日
頃
に
送
っ
た
と
云
っ
て
来
た

に
:
・
」
(
十
月
十
一
日
)
、
「
白
瀧
お
尚
か
ら
手
紙
が
来
た
。
伊
太
利
行
き
は
と
て

も
出
来
な
い
と
云
ふ
て
来
た
」
(
十
月
十
三
日
)
と
い
う
記
述
が
日
記
に
あ
り
、
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当
初
の
予
定
を
変
更
し
て
の
出
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
い
よ
い
よ
」

の
言
葉
に
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
だ
。

南
は
イ
タ
リ
ア
の
後
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
回
っ
て
、
翌
年
の
一
九

一
O
(明
治
四
三
)
年
一
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
戻
り
、
二
月
に
リ
パ
プ

l
ル
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
け
出
航
。
ア
メ
リ
カ
各
地
を
経
て
、

四
月
二
日
に
横
浜
着

で
帰
国
し
た
。

甫
は
パ
リ
で
何
を
見
、
何
を
描
い
た
の
か

二
度
の
パ
リ
滞
在
で
、
南
は
ル

l
ヴ
ル
美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か

の
美
術
館
や
画
廊
を
訪
ね
て
、
様
々
な
作
品
を
目
に
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
中

で
も
特
に
注
目
し
た
も
の
は
、

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、
印
象
派

で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
南
は
最
初
の
滞
在
時
、

パ
リ
到
着
の
翌
日
に
、
高
村
ら

ピュウ'ィス・ド・シ

ャヴ「ァンヌ(H民るパリ

の街を見おろす聖ジ

ユヌヴィエーヴ〉

1898年、462X226cm、
パンテオン蔵

図 2

と
連
れ
立
っ
て
パ
ン
テ
オ
ン
を
訪
ね
て
お
り
、
「
久
し
く
見
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
壁
画
を
見
、
「
ゼ
エ
ネ
ピ
ェ

1
プ
の
月
夜
、
其
の
他
例
ふ

る
に
も
の
な
し
で
あ
る
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
二
日
後
(
十
月
十
五
日
)
に
は
、
リ
ュ
ク
サ
ン
プ

l
ル
美
術
館

(
当
時
の
近
代
美
術
舘
。

一
九
三
七
年
、
国
立
近
代
美
術
館
の
設
立
に
伴
い
廃

止
)
と
パ
リ
大
学
で
も
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
作
品
を
見
て
お
り
、
特
に
前
者
で
は
、

「
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
貧
乏
漁
夫
の
前
に
立
つ
て
は
涙
が
出
る
様
で
あ
っ
た
」
と
、

た
い
へ
ん
感
激
し
た
様
子
を
書
き
残
し
て
い
る
。
十
七
日
に
は
シ
ヤ

や
は
り
、

ヴ
ァ
ン
ヌ
と
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
「
写
真
」
(
作
品
の
絵
は
が
き
か
?
)
を
買
い

求
め
て
い
る
。

「
ゼ
エ
ネ
ピ
ェ

1
ヴ
の
月
夜
」
と
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
パ
ン
テ
オ
ン
の
壁
を
飾
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る
、
《
眠
る
パ
リ
の
街
を
見
お
ろ
す
翌
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ

l
ヴ
〉
(
一
八
九
八
年
作
、

図
2
)
の
こ
と
で
あ
る
。
パ
リ
の
守
護
聖
女
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ

i
ヴ
が
テ
ラ
ス
に

作
ん
で
、
じ
っ
と
パ
リ
の
家
並
み
を
見
つ
め
て
い
る
こ
の
作
品
は
、
薄
青
い
夜

空
に
浮
か
ん
だ
白
い
月
も
印
象
深
く
、
水
底
の
よ
う
な
清
澄
な
静
誼
感
に
満
た

さ
れ
て
い
る
。

「
貧
乏
漁
夫
」
こ
と
〈
貧
し
き
漁
夫
〉
(
一
八
八
一
年
、

カ
ン
ヴ
ァ
ス
・
油
彩
)

は
、
現
在
は
オ
ル
セ

1
美
術
館
で
自
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
妻
を
亡
く
し
た

漁
師
と
そ
の
子
供
た
ち
を
描
い
た
と
い
う
こ
の
作
品
は
、

サ
ロ
ン
で
の
発
表
当

時
は
、

そ
れ
ま
で
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
ら
し
い
高
雅
な
作
風

が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
批
評
家
た
ち
の
非
難
を
集
め
た
と
い
う
。
し
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か
し
、
そ
の
六
年
後
に
は
、
新
し
い
時
代
を
象
徴
す
る
重
要
な
作
品
と
し
て
国

が
買
い
上
げ
、
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
l
ル
美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
。
印
象
派
の
超
克

を
目
指
す
ゴ

l
ギ
ャ
ン
や
次
世
代
の
画
家
た
ち
に
称
賛
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
く
作
品
で
も
あ
る
。
特
に
、
抑
制
の
効
い
た
色
彩
や
平
面
的
な
描
写
、

明
快
で
印
象
的
な
構
図
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
な
造
形
表
現
に
多
く
の
若
手
画
家
の

目
を
引
き
付
け
る
新
し
さ
が
あ
っ
た
が
、

ま
た
、

そ
の
よ
う
な
表
現
は
テ
1
マ

と
も
よ
く
合
い
、
見
る
者
の
心
情
に
率
直
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
こ
の
作
品
独

特
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
若
い
南
の
心
を
強
く
と
ら
え
る
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

高
村
は
後
に
、
「
寸
言
|
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
に
つ
い
て
!
」
(
大
正
五
年
八
月
十

三
日
発
行
『
美
術
新
報
』
第
十
五
巻
第
十
号
掲
載
。
こ
の
号
は
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ

の
特
集
号
)

に
お
い
て
、
先
に
挙
げ
た
パ
ン
テ
オ
ン
の
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ

l
ヴ

を
見
た
時
に
、
「
何
だ
か
ま
る
で
経
験
の
無
い
感
情
」
に
襲
わ
れ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
と
書
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
感
情
は
敵
の
軍
勢
に
脅
か
さ
れ
た
パ
リ

の
住
民
た
ち
が
こ
の
聖
女
の
言
葉
を
聞
い
て
、
「
何
慮
か
ら
と
も
無
く
安
心
、
安

全
、
信
頼
と
い
ふ
様
な
温
か
い
泉
が
湧
い
て
来
た
時
の
感
情
に
類
す
る
か
と
思

へ
る
」
と
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
文
中
で
高
村
が
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
芸
術
を

(
4
)
 

語
っ
て
い
る
言
葉
を
い
く
つ
か
引
い
て
お
こ
う
。

「
人
力
以
上
の
確
か
さ
と
、
安
ら
か
さ
と
、
悠
久
の
感
」
「
微
動
し
て
い
る
天

空
、
微
笑
し
て
い
る
海
洋
の
輿
へ
る
力
」
「
腕
達
者
な
他
の
画
か
き
が
画
く
様
な

も
の
と
は
全
く
違
っ
て
、
思
ひ
の
外
に
平
凡
の
境
を
や
す
や
す
と
通
っ
て
ゐ
る
。

さ
う
し
て
、
そ
の
故
に
、
慶
大
無
遅
の
美
を
人
の
心
に
な
ご
や
か
に
、
又
お
ご

そ
か
に
倍
ら
せ
る
」
「
彼
は
過
激
を
欲
し
な
い
。
彼
は
律
度
を
欲
す
る
。
彼
は
異

様
を
欲
し
な
い
。
彼
は
正
順
を
欲
す
る
」
「
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

を
思
ふ
時
、
私
は
大
抵
の
喜
術
家
の
小
を
感
じ
る
。

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
大
は
時

聞
の
流
れ
の
や
う
に
大
で
あ
る
」

高
村
の
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
に
対
す
る
評
価
も
大
変
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
南
と

共
に
パ
ン
テ
オ
ン
を
訪
ね
た
時
も
、

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
感
想
を
語
り
合
つ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

南
の
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
対
す
る
関
心
は
翌
年
に
も
窺
え
、

パ
リ
か
ら
日
帰
り

旅
行
を
し
た
ア
ミ
ア
ン
や
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
に
行
く
途
中
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に
寄
っ
た
り
ヨ
ン
で
も
、
複
数
の
作
品
を
目
に
し
、
感
想
を
記
し
て
い
る
。
し

か
し
、
「
よ
い
」
「
美
し
い
」
と
評
価
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
一
方
、
作
風
の
変

遷
を
見
極
め
た
り
、
早
期
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
あ
ま
り
よ
い
作
と
は
思
わ
れ

ん
」
と
記
す
な
ど
、
前
年
に
比
べ
て
冷
静
、
客
観
的
な
態
度
が
見
え
る
。

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
滞
在
時
に
、

ル
l
ヴ
ル
美
術
館
を

訪
ね
た
感
想
と
し
て
記
さ
れ
た
(
十
月
十
六
日
)
「
ル
ー
ブ
ル
を
見
る
。
ボ
ツ
テ
イ

チ
ェ
リ
の
壁
画
は
場
中
只
だ
一
つ
の
抜
き
ん
で
た
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
表
現

が
注
意
を
引
く
。

ル
l
ヴ
ル
美
術
館
で
は
数
多
の
巨
匠
の
傑
作
を
目
に
し
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
壁
画
が
最
も
南
の
琴
線
に
触
れ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
壁
画
と
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
郊
外
の
レ
ン
ミ
荘
の

壁
を
飾
っ
て
い
た
プ
レ
ス
コ
画
の
一
部
で
あ
っ
た
、
〈
若
い
婦
人
に
贈
り
物
を
す

る
ビ
ー
ナ
ス
と
三
美
神
〉
及
び
〈
自
由
学
芸
た
ち
に
引
き
合
わ
さ
れ
る
青
年
〉

で
あ
ろ
う
。

レ
ン
ミ
荘
の
所
有
者
の
結
婚
を
祝
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
、
二
点

の
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
人
物
で
あ
る
男
女
が
結
婚
の
当
事
者
た
ち
で
あ
ろ
う

と
見
ら
れ
て
い
る
。

一
八
七
三
年
に
漆
喰
の
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
損

傷
も
目
立
つ
が
、
登
場
人
物
た
ち
の
優
雅
な
物
腰
や
夢
見
る
よ
う
な
表
情
、
繊

細
で
装
飾
的
な
線
描
表
現
な
ど
、
ボ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
優
美
な
特
質
を
十
二
分

に
伝
え
る
作
品
で
あ
る
。

ひ
び
割
れ
や
剥
落
が
、

か
え
っ
て
古
代
風
の
趣
を
強

め
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

フ
レ
ス
コ
特
有
の
や
や
く
す
ん
だ
色
彩
や
材
質
感

も
や
さ
し
く
美
し
い
。

ル
1
ヴ
ル
の
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
と
、
油
彩
に
よ
る
著
名
な
作
品
が

数
多
く
あ
り
、

一
般
的
に
は
こ
の
ポ
ツ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
壁
画
は
比
較
的
地
味
な

存
在
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
南
の
指
摘
を
受
け
て
改
め
て
こ
の
作

品
に
向
き
合
う
と
、
こ
の
作
品
独
自
の
、
控
え
め
な
美
の
輝
き
の
貴
重
さ
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
も
イ
タ
リ
ア
の
プ
レ
ス
コ
画
に
強
い
影
響
を
受
け
た
画
家
で

あ
り
、
南
の
資
質
に
は
、
「
壁
画
」
と
い
う
表
現
の
も
つ
抑
制
し
た
美
し
さ
に
強

く
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

印
象
派
に
関
し
て
は
、

一
九

O
八
年
、

パ
リ
に
到
着
し
た
翌
日
の
十
月
十
一

目
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
訪
ね
た
日
の
午
後
に
、
高
村
、
白
瀧
ら
と
「
イ
ン
プ
レ
シ
ヨ

一
ス
ト
の
絵
の
あ
る
家
」
に
行
っ
て
、

モ
ネ
、

マ、不、

lレ
ノ
ア

Jレ

ピ
サ
ロ
、

シ
ス
レ

1
、
プ
1
ダ
ン
な
ど
の
多
く
の
作
品
を
見
て
い
る
。
「
色
彩
の
鮮
麗
実
に

美
し
い
」
と
い
う
の
が
そ
の
時
の
感
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
さ
ら
に
ロ

l
ト

レ
ッ
ク
の
展
覧
会
に
も
出
掛
け
、
「
点
数
僅
か
に
二
十
四
な
れ
ど
も
皆
な
奇
抜
に

し
て
美
し
き
色
彩
を
放
て
る
面
白
き
絵
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
四
日
後
の

十
七
日
に
も
シ
ス
レ

l
、

マ、不、

モ
ネ
、

ピ
サ
ロ
、

ル
ノ
ア

1
ル
等
の
作
品
を

デ
ュ
ラ
ン

1
リ
ュ
エ
ル
画
廊
に
て
鑑
賞
し
た
。
「
マ
ネ
の
ラ
イ
オ
ン
ハ
ン
タ
ー
は

最
も
美
し
く
予
想
以
外
の
作
で
あ
っ
た
。
全
体
涼
し
き
感
じ
に
て
青
と
緑
の
調

和
な
り
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
翌
年
に
も
デ
ュ
ラ
ン

l
リ
ュ
エ
ル
を
訪
ね

て
い
る
が
、
「
昨
年
見
た
よ
り
余
程
考
へ
が
異
な
っ
て
居
る
と
見
へ
て
其
の
感
が

異
な
っ
て
居
る
」
と
の
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
「
実
に
よ
い
」
と
評

41 

し
て
い
る
の
は
、
「
ル
ノ
ア

1
ル
の
二
少
女
の
絵
(
パ
ッ
ク
に
河
が
見
え
る
)
」

と
「
モ
ネ
の
海
岸
の
草
山
の
上
の
一
軒
家
」
で
あ
る
。

南
が
パ
リ
に
滞
在
し
た
の
は
、
デ
ュ
ラ
ン

1
リ
ュ
エ
ル
に
よ
る
ロ
ン
ド
ン
で

の
大
規
模
な
印
象
派
の
展
覧
会
の
開
催
(
三
百
十
五
点
、

一
九

O
五
年
)
、

マ
ネ

の
《
オ
ラ
ン
ピ
ア
〉
の
ル
1
ヴ
ル
美
術
館
収
蔵
(
一
九

O
七
年
)
を
経
て
、

一ュ

1

ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
や
ベ
ル
リ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
に
よ
る
印
象
派
作
品
の
買
い
上
げ
が
相
次
ぎ
、
印
象
派
が
公
的
名
芦

い
わ
ば
印
象
派
勝
利
の
時
代

を
確
か
に
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
、

に
、
印
象
派
の
作
品
を
そ
の
本
場
で
数
多
く
目
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

南
の
印
象
派
に
対
す
る
反
応
は
、
先
に
挙
げ
た
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
や
ボ
ツ
テ
イ
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ま
た
こ
の
時
期
は
、

チ
ェ
リ
に
関
す
る
も
の
に
比
べ
る
と
、
落
ち
着
い
た
も
の
に
思
え
る
。

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
が
登
場
し
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
が
誕
生
し

ょ
う
と
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
転
換
に
特
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
展
覧
会
が
サ
ロ
ン
・
ド
l
ト
ン
ヌ
で
あ
る
が
、

そ
こ
を
舞
台
と
し
た

一
九

O
五
年

も
の
を
中
心
に
、
主
な
動
き
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る
。

サ
ロ
ン
・
ド
1
ト
ン
ヌ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム
登
場
。

一
九

O
六
年

一
九

O
七
年

一
九

O
八
年

一
九

O
九
年

南
は
、

セ
ザ
ン
ヌ
が
没
す
。

サ
ロ
ン
・
ド
l
ト
ン
ヌ
で
セ
ザ
ン
ヌ
大
回
顧
展
開
催
。

ブ
ラ
ッ
ク
が
ピ
カ
ソ
を
訪
問
し
、
〈
ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
の
娘
た

ち
〉
を
目
に
す
る
。

サ
ロ
ン
・
ド
l
ト
ン
ヌ
で
マ
テ
ィ
ス
の
回
顧
展
が
聞
か
れ

《
赤
の
調
和
、
赤
い
室
内
》
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
。
プ
ラ
ツ

ク
は
拒
絶
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
、
入
選
作
も
引
き
揚
げ
て
、

カ
l
ン
ワ
イ
ラ
l
画
廊
で
個
展
を
開
催
す
る
。
こ
の
年
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
レ
ス
タ
ッ
ク
で
描
い
た
風
景
画
な
ど
が
並

ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
批
評
に
使
わ
れ
た
「
キ
ュ
ー
ブ
」

と
い
う
言
葉
が
、

キ
ュ
ピ
ス
ム
の
名
の
起
こ
り
と
な
る
。

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
で
マ
テ
ィ
ス
ら
の
作
品
と
と
も
に
、
プ

ラ
ッ
ク
、

レ
ジ
ェ
ら
の
新
傾
向
の
作
品
も
展
示
さ
れ
る
。

一
九

O
八
年
、

一
九

O
九
年
の
サ
ロ
ン
・
ド
1
ト
ン
ヌ
を
見
て
い
る

が
、
そ
の
時
の
感
想
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
中
々
盛
に
や
っ
た
も
の
だ
」
「
風
景
に

面
白
い
も
の
が
二
、
三
あ
っ
た
と
思
う
」
と
い
う
い
た
っ
て
冷
静
な
も
の
で
、

特
に
心
を
動
か
さ
れ
た
風
で
は
な
い
。

美
術
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
で
は
、

他
に
、

パ
ル
ピ
ゾ
ン
派
の
作
品
に
つ
い

て
「
皆
よ
い
」
、
ま
た
、
「
カ
リ
エ

l
ル
が
実
に
キ
レ
イ
だ
」
と
も
書
き
残
し
て

、Aj
、，O

B
ν
2
%
 

南
の
作
風
に
つ
い
て
は
、
印
象
派
風
あ
る
い
は
印
象
派
的
と
形
容
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
パ
リ
滞
在
時
の
様
子
か
ら
は
、
印
象
派
に
対
す
る

特
別
な
関
心
は
窺
え
な
い
。
む
し
ろ
、
印
象
派
と
は
対
照
的
な
、
タ
ッ
チ
や
色

彩
表
現
も
抑
え
気
味
な
、
古
風
な
作
品
や
内
省
的
な
世
界
に
惹
か
れ
て
い
た
こ

と
が
興
味
深
い
。
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ま
た
古
今
の
名
作
の
ほ
か
、
特
に
一
九

O
九
年
の
滞
在
に
お
い
て
、

秋
の
美
し
さ
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
引
く
。

パ
リ
の

「
巴
里
も
大
分
秋
ら
し
く
な
っ
て
来
た
。
朝
な
ど
涼
し
い
。
朝
は
此
頃
大
概
天

が
晴
れ
て
黄
色
な
美
し
い
雲
が
棚
引
い
て
居
る
。
往
来
の
ほ
と
り
に
流
し
て
あ

る
水
が
キ
レ
イ
に
純
ん
で
見
え
る
」
(
十
月
十
一
日
)

「
窓
か
ら
見
え
る
外
の
景
色
が
キ
レ
イ
だ
。
濃
い
あ
ざ
や
か
な
緑
の
木
を
越
え

て
黄
金
色
に
光
る
紅
葉
が
見
え
る
。
小
供
の
群
れ
が
流
れ
に
枯
葉
を
浮
べ
て
流

し
て
居
る
。
子
守
は
腰
掛
け
に
座
し
て
あ
み
も
の
を
し
て
居
る
。
天
は
純
み
、

遥
か
に
往
来
の
並
木
を
通
し
て
セ

l
ヌ
の
水
が
空
色
に
見
え
る
」
(
十
月
十
三

日
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「
ル
ク
サ
ン
プ
ル
グ
の
庭
で
は
子
供
が
大
分
出
て
来
た
。
小
さ
な
小
さ
な
女
の

子
が
を
と
な
し
く
脚
か
け
て
人
形
芝
居
を
見
て
居
る
。
時
々
皆
う
れ
し
く
て
た

ま
ら
ぬ
様
な
叫
び
声
を
合
わ
す
。
空
気
が
純
ん
で
落
ち
葉
の
黄
色
が
あ
ざ
や
か

だ
。
池
に
浮
か
べ
て
あ
る
小
さ
な
帆
船
が
美
し
く
水
に
影
を
落
と
し
て
お
る
。

白
い
帆
や
赤
い
帆
が
右
や
左
に
馳
せ
ち
が
う
。
ダ
リ
ヤ
や
菊
が
あ
ざ
や
か
に
咲

い
て
雨
に
し
め
っ
て
居
る
。
秋
も
今
日
は
梢
々
寒
む
く
な
っ
た
」
(
十
月
二
十
四

日
十
月
の
初
め
に
イ
タ
リ
ア
に
出
発
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の
が
延
期
と

な
っ
た
た
め
、
予
定
外
の
休
息
期
間
を
与
え
ら
れ
た
格
好
と
な
り
、

ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
上
記
の
記
述
か
ら
は
、

身
近
な
景
色
に
穏
や
か
な
眼
差
し
を
向
け
、

パ
リ
の
秋
の
表
情
の
細
や
か
な
美

し
さ
を
敏
感
に
捕
え
て
い
る
南
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
制
作
に
お
い
て
も
、

こ
の
時
期
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

パ
リ
で
の
制
作
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
有
島
の
画
室
で
モ
デ
ル
に
向
か
う
ほ

か
、
戸
外
で
も
よ
く
行
っ
て
い
た
。

「
ル
ー
ブ
ル
の
河
ふ
ち
へ
行
く
。
(
中
略
)

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
頭
が
見
え
る
所

を
画
い
て
来
た
。
河
向
ふ
の
ふ
ち
で
仕
事
を
し
て
居
る
男
や
馬
が
面
白
い
」
(
八

月
二
十
三
日
)

「
河
ぷ
ち
に
下
り
て
前
の
橋
の
一
部
を
写
生
し
た
」
(
十
月
十
三
日
)

「
写
生
に
行
く
つ
も
り
で
用
意
を
し
た
。
(
中
略
)
此
頃
は
朝
の
う
ら
ら
か
な

空
や
日
の
あ
た
っ
た
向
ふ
の
ポ
プ
ラ
の
木
の
葉
を
見
る
と
郊
外
に
写
生
に
出
ず

に
は
居
ら
れ
ぬ
様
に
気
が
浮
き
立
つ
。
(
中
略
)
太
陽
は
ま
と
も
に
光
っ
て
土
や

葉
や
草
が
輪
郭
を
ギ
ラ
ギ
ラ
さ
し
て
居
る
。
青
い
緑
の
葉
の
蔭
は
美
し
い
紫
色

だ
」
(
十
月
二
十
四
日
)

帰
国
後
に
有
島
と
開
い
た
滞
欧
記
念
展
の
目
録
に
は
、

一
昨
年
の
「
南
薫
造

展
」
で
も
展
示
さ
れ
た
〈
パ
リ
の
家
〉
〈
パ
リ
郊
外
》
〈
小
童
〉
な
ど
の
ほ
か
、

〈セ
l
ヌ
河
〉
〈
セ

l
ヌ
河
畔
の
労
働
者
》
〈
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
ル
グ
公
園
の
秋
》
と

い
っ
た
作
品
名
が
並
ん
で
お
り
、
日
記
の
記
述
と
の
関
連
が
思
わ
れ
る
。

四

高
村
光
太
郎
と
の
交
友
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南
と
高
村
光
太
郎
の
交
友
は
、

一
九

O
七
(
明
治
四

O
)
年
の
秋
に
ロ
ン
ド

ン
で
始
ま
っ
た
。

高
村
は
一
九

O
六
(
明
治
三
九
)
年
二
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
て
、
ア
ー

ト
・
ス
テ
ュ

l
デ
ン
ト
・
リ
1
グ
の
夜
学
な
ど
で
学
ん
だ
後
、
翌
年
六
月
に
ロ

ン
ド
ン
に
移
っ
て
い
る
。
ザ
・
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
プ
・
ア

1
ト
で
デ

ザ
イ
ン
を
学
び
(
こ
こ
で
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
l
チ
と
出
会
う
)
、

そ
の
後
、
チ
ェ

ル
シ

i
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
移
っ
た
。
チ
ェ
ル
シ
1
の
オ
ン
ス
ロ

l
・
ス
タ
ジ

オ

(
H
H
O
E
o
当
日
昼
0
・

5
5口
問
団
同

o
m
p
(
U
F
O
-
m
g
m
-
司・)
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
親
交
を
深
め
た
白
瀧
幾
之
助
と
共
同
生
活
も
送
っ
て
い
る
。

一
方
、
南
は
一
九

O
七
年
九
月
下
旬
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
、
十
月
中
旬
に
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ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
入
学
し
て
い
る
。
高
村
と
顔
を
合
わ
せ
る
前
か
ら
、
彼
が

ロ
ン
ド
ン
に
い
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
友
人
の
葉
書
で
承
知
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

高
村
は
白
瀧
と
共
同
生
活
を
し
て
い
た
時
期
の
あ
る
一
日
を
、
「
画
室
日
記
の

中
よ
り
」
と
い
う
一
文
に
綴
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
、
南
が
二
度
ば
か
り
登

(5) 

場
し
て
い
る
。

「
僕
は
歯
が
悪
く
て
、
固
い
も
の
が
喰
へ
な
い
と
思
へ
ば
、
入
道
は
、
此
間
南

薫
造
君
か
ら
病
気
見
舞
に
貰
っ
た
梅
干
の
種
ま
で
噛
み
割
っ
て
核
を
喰
っ
て
居

る
」
(
「
入
道
」
と
は
白
瀧
の
愛
称
。
白
瀧
は
南
ら
よ
り
十
歳
年
上
)

「
今
夜
は
牛
鍋
舎
を
や
る
事
に
な
る
。
(
中
路
)
飯
炊
き
番
は
大
津
先
生
、
肉

青
物
は
禿
堂
入
道
。
石
橋
君
は
「
ピ

1
ル
」
掛
で
、
香
の
物
を
採
み
な
が
ら
マ

ゴ
つ
い
て
居
る
の
は
勿
論
の
事
僕
だ
。
(
中
略
)
慮
へ
、
南
薫
造
君
が
来
た
。
南

君
が
大
き
な
絵
具
箱
を
下
げ
て
居
る
と
、

て
っ
き
り
箱
の
怪
物
だ
。
可
愛
ら
し

い
手
を
し
て
、
凄
い
腕
を
見
せ
る
の
は
中
々
罪
が
深
い
。
此
で
倫
敦
の
豪
傑
が

皆
集
ま
っ
た
」
(
「
石
橋
君
」
は
島
根
県
出
身
の
洋
画
家
・
石
橋
和
訓
)

高
村
は
、

(
明
治
四
一
)
年
六
月
十
日
に
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち
パ
リ

一
九

O
八

に
移
る
。
パ
リ
到
着
は
、
翌
十
一
日
夕
方
で
あ
っ
た
。
(
南
は
こ
の
日
、
高
村
が

住
ん
で
い
た
オ
ン
ス
ロ

l
・
ス
タ
ジ
オ
に
引
っ
越
し
て
い
る
。
)
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
を
語
っ
た
「
青
春
の
日
」
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
は
一
年
足

ら
ず
い
て
、
-
一
九

O
八
年
の
春
の
は
じ
め
パ
リ
に
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
ピ
シ
ヨ

ピ
シ
ョ
雨
の
降
る
目
だ
っ
た
。
そ
し
て
僕
の
青
春
ら
し
い
青
春
は
、

パ
リ
か
ら

と 始
結ま
ばつ
れた
てよ
いう
る5な
。気

季が
節す
にる
つ 」

い
て
は
誤
り
が
あ
る
も
の
の
、

高
村
の
パ
リ
時
代
の
幕
開
け
を

印
象
付
げ
る
言
葉
で
あ
る
。

(
「
青
春
の
日
」
は
、
昭
和
二
六

年
十
月
に
『
中
央
公
論
」
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
、
談
話
を
も

と
と
し
た
記
事
。
)

パ
リ
で
の
最
初
の
夜
は
、
白

濯
に
教
え
ら
れ
た
オ
テ
ル
・
ス

フ
ロ
ー
で
過
ご
し
た
。
「
青
春
の

日
」
の
続
編
で
あ
る
「
遍
歴
の

日
」
の
冒
頭
に
は
、
「
パ
リ
に
着
い
て
、
停
車
場
か
ら
オ
テ
ル

ス
フ
ロ
ー
に
行 カンパーニュ・プルミエル通り(17番地は左手前)
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く
途
中
の
馬
率
の
中
で
見
た
オ
ペ
ラ
の
近
所
の
様
子
が
今
で
も
あ
ざ
や
か
に
印

象
に
の
こ
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
村
は
、
「
ロ

nmEH】凶

ms

り
し
た
の
は
こ
乙
で
あ
る
。

H
U
H
-
0
5
訪
日
」
の
ア
ト
リ
エ
に
移
る
。
南
が
こ
の
年
の
秋
の
パ
リ
滞
在
時
に
出
入

高
村
が
パ
リ
時
代
を
額
っ
た
文
章
は
多
い
が
、
そ
の
中
の
一
つ
、
「
出
さ
ず
に

述
し
た
一
節
が
あ
る
。

し
ま
っ
た
手
紙
の
一
束
」
に
、
こ
の
カ
ン
パ

1
ニ
ュ
・
プ
ル
ミ
エ
ル
通
り
を
詳
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「

R
U
E

P
R
E
M
I
E
R
E
と
は
何
ん
な
町
だ

C
A
M
P
A
G
N
E
 

と
い
ふ
の
か
。
随
分
此
の
町
も
色
々
な
小
説
に
引
き
合
ひ
に
出
さ
れ
て
ゐ
る
ね
。

不
思
議
な
町
は
不
思
議
な
町
だ
よ
」
と
始
め
て
、
「
二
三
丁
の
長
さ
の
通
り
に
過

ぎ
な
い
」
が
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
美
術
家
や
「
未
成
の
美
術
家
」
が
住
ん
で
お

り
、
そ
の
「
九
分
通
り
が
英
米
露
独
の
外
国
人
」
で
あ
る
と
記
し
、
以
下
、
こ

の
界
隈
の
様
子
を
、
庖
の
並
び
か
ら
住
人
た
ち
の
姿
ま
で
実
に
詳
し
く
記
し
て

い
る
。
高
村
が
い
た
十
七
番
地
の
ア
ト
リ
エ
も
「
画
室
長
屋
」
で
あ
り
、

ア
メ

リ
カ
人
、
ド
イ
ツ
人
の
美
術
家
が
住
ん
で
い
た
。
他
に
も
何
百
と
い
う
ア
ト
リ

'
エ
が
並
ぶ
「
画
室
長
屋
」
が
あ
っ
て
、
日
本
人
の
画
家
も
多
く
こ
こ
で
暮
ら
し

て
い
た
と
い
う
。

一
九

O
九
年
に
南
が
頻
繁
に
通
う
こ
と
に
な
る
有
島
の
ア
ト
リ
エ
に
触
れ
た

箇
所
を
以
下
に
引
い
て
お
こ
う
。

「
此
の
十
七
番
の
画
室
の
門
を
出
て
往
来
の
向
側
が
一
杯
酒
屋
と
洗
濯
屋
。
そ

の
洗
濯
屋
の
隣
り
が
有
島
君
の
居
る
画
室
で
あ
る
。
そ
の
以
前
に
は
藤
島
先
生

が
居
た
の
だ
相
で
あ
る
。
往
来
か
ら
直
ぐ
は
い
れ
る
蔦
の
か
ら
ん
だ
有
島
君
の

画
室
の
戸
を
叩
く
と
、
名
刺
の
貼
つ
で
あ
る
下
の
小
さ
な
黒
い
孔
に
眼
の
玉
が

ま
づ
光
る
。
此
の
眼
の
玉
に
映
っ
た
影
の
模
様
次
第
で
戸
が
聞
き
も
す
る
し
、

臨
時
外
出
中
に
も
な
る
の
で
あ
る
」

パ
リ
は
、
若
い
高
村
の
心
と
精
神
に
多
く
の
栄
養
分
を
与
え
る
と
同
時
に
、

深
い
苦
悩
と
迷
い
を
与
え
る
町
で
も
あ
り
、
高
村
は
結
局
、

め
て
、
帰
国
の
途
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

か
な
り
予
定
を
早

南
の
最
初
の
パ
リ
滞
在
の
後
、
翌
年
ご
九

O
九
年
)

一
月
二
十
六
日
付
の

高
村
の
南
宛
て
の
書
簡
に
は
、
「
此
頃
は
甚
だ
日
本
が
懸
し
く
な
ら
れ
た
る
御

由
、
自
然
の
事
ゆ
ゑ
仕
方
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
書
き
出
し
て
、
以
下
、
自
ら
の

帰
国
の
決
心
に
触
れ
、
他
に
も
理
由
は
あ
る
も
の
の
「
半
分
は
日
本
が
態
し
い

か
ら
起
こ
っ
た
事
で
す
」
、
「
小
生
は
日
本
に
帰
っ
て
静
か
に
制
作
に
従
事
し
た

方
が
今
日
の
様
な
生
活
よ
り
は
遥
に
意
味
あ
り
価
値
あ
る
日
の
送
り
様
だ
と
思

ふ
様
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
の
美
術
と
い
っ
た
っ
て
何
で
せ
う
。

つ
ま
り
静
か

に
製
作
し
て
ゐ
る
人
等
の
作
の
事
で
す
。
花
か
ら
花
へ
飛
び
ま
は
っ
て
居
る

蝶
々
の
生
活
も
美
し
い
が
、
僕
は
松
の
木
へ
と
ま
っ
て
力
限
り
の
聾
で
自
分
の

か
ら
だ
か
ら
音
を
た
て
て
鳴
く
蝉
の
生
涯
を
選
び
ま
す
」
と
し
、
心
の
誠
実
こ

そ
が
大
切
で
あ
り
、
作
品
の
巧
拙
は
他
人
が
勝
手
に
つ
け
る
相
場
で
あ
っ
て
、
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そ
の
も
の
の
価
値
と
は
違
う
、
自
分
は
「
鳴
け
る
だ
け
鳴
い
た
ら
死
ん
で
も
よ

(
印
)

い
」
と
も
記
し
て
い
る
。

高
村
は
こ
の
年
三
月
二
十
一
日
夜
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
出
発
し
、
四
月
下
旬

パ
リ
に
戻
っ
た
後
、
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い

た
。
(
パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
は
、
与
謝
野
寛
の
紹
介
状
を
持
っ
て
来
た
梅
原
良
三
郎

〈
後
の
龍
三
郎
〉
に
引
き
継
い
で
い
る
。
)
そ
し
て
、
七
月
一
日
、
神
戸
港
に
到

着
し
、
父
光
雲
に
迎
え
ら
れ
た
。
帰
京
の
途
上
に
お
い
て
早
く
も
、
「
銅
像
会
社
」

の
設
立
を
も
ち
か
け
る
父
に
幻
滅
し
、
以
後
、
高
村
は
、
旧
態
依
然
た
る
日
本

美
術
界
や
父
の
思
惑
に
反
抗
す
る
よ
う
に
、
彫
刻
、
絵
画
の
制
作
と
と
も
に
、

文
筆
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
く
。
評
論
「
緑
色
の
太
陽
」
を
「
ス
バ
ル
』
に
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発
表
し
た
の
は
翌
年
四
月
、

ま
た
、
長
沼
智
恵
子
と
出
会
う
の
は
、
帰
国
か
ら

二
年
後
、

九

(
明
治
四
四
)
年
の
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

南
と
の
関
わ
り
で
は
、

一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
七
月
に
、
白
樺
社
主
催

で
聞
か
れ
た
南
と
有
島
の
滞
欧
記
念
絵
画
展
の
目
録
に
「
南
薫
造
君
の
絵
画
」

と
題
す
る
一
文
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
高
村
は
、
南
の
芸
術
に
つ
い
て
、

「
知
何
に
も
な
つ
か
し
み
が
あ
る
。
大
手
を
振
っ
た
芸
術
で
は
な
い
。
(
中
略
)

ど
こ
ま
で
も
つ
つ
ま
し
い
、
上
品
な
、

ゆ
か
し
い
芸
術
で
あ
る
」
と
し
、
こ
の

趣
は
水
彩
画
に
最
も
よ
く
出
て
い
る
が
、
油
彩
画
で
も
や
は
り
そ
う
で
あ
っ
て
、

「
色
は
強
烈
で
あ
っ
て
も
そ
の
情
調
は
決
し
て
頑
固
に
緊
張
し
て
居
ら
ぬ
。
と
同

時
に
夢
の
様
な
姻
っ
た
や
う
な
、
最
も
淡
彩
の
水
面
で
も
此
の
噴
水
に
う
つ
る

月
光
の
様
な
人
を
魅
す
る
力
の
な
い
も
の
は
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ギ
リ
ス
で
学
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し
、
「
最
も
よ
く
英
国
趣
味
の
美
点
を
解
し
て

い
る
画
家
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
最
後
は
以
下
の
よ
う
に
、
パ
リ
で
の
思
い

出
を
引
い
て
結
ん
で
い
る
。

「
曾
て
南
君
と
ル
ウ
ヴ
ル
美
術
館
の
挨
及
彫
刻
花
買
女
の
木
像
の
前
に
立
つ

た
。
僕
『
か
う
い
ふ
女
が
貰
っ
て
歩
い
た
ら
買
は
な
い
人
は
あ
る
ま
い
。
』
南
君

「
そ
の
代
わ
り
指
環
を
や
っ
て
も
唯
笑
っ
て
白
百
合
の
花
を
出
す
で
せ
う
。
』
/

白
百
合
の
花
の
様
な
絵
画
が
今
並
ん
で
ゐ
る
」

ま
た
、
こ
の
絵
画
展
に
先
立
つ
同
年
四
月
、
高
村
は
神
田
淡
路
町
に
日
本
で

最
初
の
画
廊
と
も
言
わ
れ
る
「
現
時
洞
」
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
翌
年
五
月
ま
で

の
短
命
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
問
、

一
九
一
一
年
三
月
に
こ
こ
で
南
の

木
版
画
の
即
売
会
を
催
し
て
い
る
。

そ
の
噴
の
南
宛
て
書
簡
に
は
、
南
の
木
版
画
に
大
変
感
動
し
、
現
坪
洞
へ
並

べ
た
い
と
の
希
望
を
伝
え
る
も
の
、
そ
れ
に
応
じ
て
送
ら
れ
て
き
た
南
の
版
画

を
受
け
取
っ
た
旨
を
知
ら
せ
る
も
の
、
北
海
道
へ
移
住
す
る
つ
も
り
な
の
で
、

現
坪
洞
を
「
一
日
一
閉
鎖
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
を
伝
え
る
も
の
な
ど
が
あ
認
。

「
三
月
七
日
(
火
曜
日
こ
と
い
う
「
早
稲
田
文
学
』
六
十
五
号
(
明
治
四
四
年

四
月
一
日
発
行
)
に
発
表
し
た
短
文
の
中
で
も
、
南
か
ら
の
木
版
画
が
届
い
た

の
で
「
嬉
し
く
て
堪
ら
ず
、
瑚
排
を
飲
み
な
が
ら
、

一
時
間
ば
か
り
眺
め
て
ゐ

(
日
)

た
」
と
あ
り
、
南
の
芸
術
の
も
つ
ゆ
か
し
さ
が
気
持
ち
ょ
い
と
綴
っ
て
い
る
。

ま
た
高
村
は
、
南
宛
て
書
簡
の
中
で
、
現
状
に
対
す
る
不
満
を
率
直
な
言
葉

で
書
き
記
し
て
も
い
る
。
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「
日
本
に
住
ん
で
居
る
と
い
ふ
外
は

僕
と
日
本
と
は
今
の
慮
没
交
渉
で
す
。

A
h
-
-
」
(
一
九
一

O
〈
明
治
四
一
ニ
〉
年
五
月
十
二
日
)

「
僕
の
意
気
消
沈
は
御
推
察
の
通
り
髪
の
毛
が
柔
か
く
皮
膚
の
色
が
白
く
、
頬

骨
の
出
な
く
な
る
時
が
来
な
く
て
は
直
り
相
で
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
な
が
ら

弱
っ
た
も
の
で
す
」
(
一
九
一
一

〈
明
治
四
四
〉
年
三
月
六
日
)

中
で
も
、
現
坪
洞
の
閉
鎖
を
知
ら
せ
る
も
の
(
一
九
一
一
年
四
月
九
日
)
で

は
、
北
海
道
で
一
生
を
送
り
た
い
と
綴
っ
た
後
に
、
「
内
地
の
日
本
書
術
界
と
は

全
然
没
交
渉
に
て
自
分
一
個
の
喜
術
三
昧
に
入
っ
て
見
た
し
」
、
「
一
切
、
日
本

事
術
に
負
ふ
所
な
く
又
日
本
喜
術
に
興
ふ
る
所
な
き
も
の
と
な
り
た
き
考
に

候
」
、
「
東
京
は
小
生
に
堪
へ
ら
れ
ぬ
地
と
相
成
り
候
。
東
京
な
ど
に
居
る
事
術



南薫造のパリ滞在一一滞在の概要と高村光太郎との交友を中心に一一

家
は
無
神
経
者
か
大
馬
鹿
者
」
な
ど
と
続
け
、
「
ま
だ
申
上
げ
た
き
事
た
ん
と
有

之
候
へ
ど
も
一
寸
用
事
出
来
候
間

此
に
て
失
置
い
た
し
候
。
何
れ
重
ね
て
可

申
上
候
」
、

と
よ
う
や
く
筆
を
置
い
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
高
村
は
、
南
が
チ
ェ
ル
シ

l
の
河
岸
を
描
い
た
水
彩
画
が
、

「
種
々
の
意
味
で
大
層
な
つ
か
し
く
・
:
出
来
る
事
な
ら
朝
夕
机
逼
に
か
げ
て
置

き
た
い
」
(
一
九
一

O
〈
明
治
四
一
ニ
〉
年
七
月
二
十
七
日
)
と
書
い
で
き
た
り
、

白
瀧
宛
て
書
簡
(
一
九
一
一

〈
明
治
四
四
〉
年
三
月
二
十
四
日
)

で
は
、
白
瀧

か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
あ
わ
せ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
「
直

ぐ
あ
の
キ
ン
グ
ス
ロ
オ
ド
を
思
ひ
出
し
て
外
へ
出
た
ら
パ
ス
が
走
っ
て
ゐ
る
様

な
気
持
ち
」
に
な
る
、
津
田
宛
て
(
同
年
十
一
月
五
日
)
の
も
の
で
は
、
「
マ
ロ

ニヱ
l
の
並
木
が
目
さ
き
に
ち
ら
つ
く
」
と
い
っ
た
言
葉
を
綴
っ
て
お
り
、
満

た
さ
れ
ぬ
思
い
の
中
で
、
滞
欧
時
代
へ
の
懐
か
し
き
を
強
め
て
い
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
中
で
も
南
に
宛
て
て
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
本

音
を
明
か
し
て
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
の
空
気
を
共
に

吸
っ
た
仲
間
の
中
で
も
、
同
い
年
の
南
は
、

と
り
わ
け
気
の
置
け
な
い
存
在
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
南
が
当
時
、
東
京
を
離
れ
、
郷
里
の
広
島
県
に
い
た
こ

と
も
心
情
を
打
ち
明
け
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
と
思
え
る
が
、
滞
欧
中
の
書
簡

の
内
容
や
高
村
の
南
作
品
に
対
す
る
常
に
友
好
的
な
受
容
の
姿
勢
か
ら
し
て
も
、

こ
の
時
代
の
高
村
と
南
の
聞
に
は
深
く
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

南
の
パ
リ
滞
在
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

(
比
較
的
自
由
な
形
態
の
も
の
で

あ
っ
た
と
は
い
え
)
美
術
学
校
に
通
っ
て
師
に
つ
い
て
画
技
を
学
ぶ
と
い
う
生

活
の
中
で
の
、
ま
た
、

そ
れ
を
終
え
て
の
ち
の
、
自
由
度
の
大
き
な
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
生
活
に
終
止
符
を
う
っ
て
か
ら
の
二
度
目
の
滞

在
は
、

ひ
と
ま
ず
留
学
の
大
き
な
目
的
を
果
た
し
た
と
い
う
安
堵
感
や
解
放
感

と
と
も
に
、

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
だ
、

と
い
う
意
欲
を
感
じ
る
時
期
で
も
あ
っ
た

ろ
う
。
ま
た
同
時
に
、
帰
国
を
に
ら
み
な
が
ら
も
、
ま
だ
十
分
に
自
由
に
見
聞

を
広
め
る
時
聞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

の
び
や
か
な
思
い
も
味
わ
っ
て

い
た
も
の
と
思
う
。
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
等
の
諸
作
や
パ
リ
の
秋
の
風
情
に
対
す
る
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南
の
反
応
に
は
、
そ
の
よ
う
な
青
春
の
日
々
に
あ
る
人
の
瑞
々
し
い
眼
差
し
が

感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
パ
リ
と
い
う
文
化
的
土
壌
の
上
で
、
芸
術
を
志
す
同
世
代
の
仲
間
た

ち
と
共
に
古
今
の
名
作
を
目
に
し
、
語
り
合
い
、
時
に
は
共
に
制
作
に
励
ん
だ

経
験
も
、
南
の
芸
術
世
界
の
構
築
と
展
開
を
助
げ
る
も
の
と
な
っ
た
。

中
で
も
、

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
作
品
を
目
に
し
、
深
く
感
銘
し
た
体
験
は
、
南

の
資
質
を
刺
激
し
、
そ
の
志
向
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
南
は

概
観
す
れ
ば
自
然
主
義
的
な
画
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前
派

に
心
寄
せ
、
構
想
画
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
象
徴
的
な
表
現
を
目
指
す
傾
向

が
あ
っ
た
。
〈
白
壁
の
農
家
〉
(
一
九

O
八
年
)
や
〈
う
し
ろ
む
き
〉
(
一
九

O
九
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年
)
と
い
っ
た
作
品
(
い

ず
れ
も
広
島
県
立
美
術
館

蔵
)
も
、
画
面
に
こ
も
る

一
種
独
特
な
ム

l
ド
が
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

《
夕
に
祈
る
》
(
一
九

O
八

年
・
東
京
国
立
近
代
美
術

館
蔵
)
、
〈
テ
1
ム
ズ
上
流
・

夜
〉
(
一
九

O
八
年
・
広
島

県
立
美
術
館
蔵
)
、
《
春
》

(
一
九

O
九
年
)
な
ど
の
作

品
に
は
、
「
久
し
く
見
た

ヴ
ァ
ン
ヌ
の
《
眠
る
パ
リ
の
街
を
見
お
ろ
す
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ

l
ヴ
》
の
、
横

い
と
思
っ
て
い
た
」
シ
ヤ

が
感
じ
ら
れ
る
し
、

向
き
の
女
性
像
や
青
を
基
調
と
し
た
静
誼
な
光
と
陰
の
表
現
と
相
通
ず
る
も
の

ま
た
、
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
〈
六
月
の
日
〉
(
一
九
一
二

年
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
、
図
3
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
労
働
の
場
や

生
活
感
漂
う
シ

l
ン
の
中
の
人
々
の
姿
を
、
穏
や
か
な
が
ら
も
ロ
マ
ン
豊
か
に

描
き
上
げ
て
い
く
手
法
も
、
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
の
作
品
世
界
に
共
通
す
る
も
の
で

あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
共
に
パ
ン
テ
オ
ン
を
訪
ね
た
高
村
も
高
く
シ
ヤ

ヴ
ァ
ン
ヌ
を
評
価
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
高
村
等
の
反
応
と
も
相
侯
っ
て
、
シ
ヤ

ヴ
ア
ン
ヌ
の
作
品
の
持
つ
美
質
を
、
南
は
大
変
印
象
深
く
、
ま
た
、
親
近
感
を

も
っ
て
心
に
と
ど
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

反
面
、
当
時
の
パ
リ
で
産
声
を
上
げ
て
い
た
新
し
い
美
術
運
動
に
対
す
る
南

の
反
応
は
平
静
で
あ
り
、
若
い
画
学
生
の
も
の
と
し
て
は
、
少
々
も
の
足
り
な

い
印
象
も
受
け
た
。
高
村
は
「
遍
歴
の
日
」
の
中
で
、
こ
の
時
期
の
パ
リ
の
美

術
界
の
動
き
に
触
れ
、
「
キ
ュ

l
ビ
ス
ム
の
絵
は
ポ
ツ
ポ
ツ
と
現
れ
て
い
た
」
、

「
彫
刻
に
も
、
そ
ろ
そ
ろ
抽
象
が
か
っ
た
も
の
も
出
て
来
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
ん

な
も
の
は
た
ま
に
自
に
ふ
れ
る
程
度
の
微
々
た
る
も
の
で
」
、
一
般
に
目
に
触
れ

る
の
は
や
は
り
昔
な
が
ら
の
も
の
で
あ
り
、

サ
ロ
ン
・
ド
l
ト
ン
ヌ
で
も
大
概

は
通
俗
的
な
も
の
だ
っ
た
、

と
述
懐
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

特
に
こ
れ
は
と
関
心
を
寄
せ
る
作
品
と
の
出
会
い
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
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も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
南
の
反
応
は
、
そ
の
資
質

や
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
よ
く
言
え
ば
マ
イ
ペ
ー
ス
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
へ
の
関
心
に
も
窺
え
た
、
温
和
で
静
か
な
世
界
に
対
す
る
南

の
志
向
は
、
南
の
芸
術
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
村
が
、

「
如
何
に
も
な
つ
か
し
み
が
あ
る
」
、
「
ど
こ
ま
で
も
つ
つ
ま
し
い
、
上
品
な
、
ゆ

か
し
い
」
と
形
容
し
た
作
風
を
南
は
初
期
か
ら
堅
持
し
続
け
て
い
く
わ
け
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
一
種
頑
固
な
、
容
易
に
影
響
を
受
け
得
ぬ
「
個
性
」
を
示

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
南
の
パ
リ
滞
在
は
、
南
の
持
ち
前
の
資
質
を
確
認
す

る
作
用
を
な
し
、
進
む
べ
き
方
向
性
を
見
出
だ
す
う
え
で
の
一
助
と
な
っ
た
こ



南薫造のパリ滞在一一滞在の概要と高村光太郎との交友を中心に一一

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

、淫(1)

南
の
日
記
か
ら
の
引
用
は
、
『
南
葉
造
日
記
・
関
連
書
簡
の
研
究
」
(
岡
本
隆

寛
・
高
木
茂
登
編
集
発
行
、
一
九
八
八
年
)
よ
り
。
ま
た
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
大

津
、
白
瀧
両
氏
」
は
、
工
学
博
士
・
大
津
三
之
助
と
洋
画
家
・
白
瀧
幾
之
助
。
「
オ

テ
ル
ス
フ
ロ

l
」
は
、
南
の
滞
在
以
前
に
、
黒
田
清
輝
、
浅
井
忠
、
和
田
英
作
、

岡
田
三
郎
助
ら
も
逗
留
し
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
彼
ら
を
は
じ
め
一
九

O
O年
前
後

に
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
「
パ
ン
テ
オ

ン
曾
」
の
同
人
誌
『
パ
ン
テ
オ
ン
舎
雑
誌
』
が
、
長
ら
く
経
営
者
の
子
息
に
よ
っ

て
保
管
さ
れ
て
い
た
な
ど
、
日
本
人
と
の
関
係
の
深
い
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
。

(2)

広
島
県
立
美
術
館
「
南
葉
造
展
|
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
代
を
中
心
に
|
」
一
九

九
八
年
、
五
三
頁
。

(
3
)

南
の
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
に
は
、
留
学
に
つ
い
て
相
談
も
し

た
黒
田
清
輝
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
(
黒
田
は
留
学
中
に
シ
ャ
ヴ
ア
ン
ヌ
を
訪

ね
作
品
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
、
後
に
そ
の
体
験
を
一
文
に
ま
と
め
て
い

る
。
ま
た
、
《
貧
し
き
漁
夫
〉
を
評
価
す
る
文
章
も
綴
っ
て
い
る
。
黒
田
清
輝
「
絵

画
の
将
来
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
年
、
一
五
九
頁
、
二
ハ
一

l
一
六

三
頁
)

(
4
)

『
高
村
光
太
郎
全
集
別
巻
」
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
七
|
九
頁
。

(5)

同
右
第
九
巻
、
二
八
頁
、
三

O
頁
。
こ
の
文
章
に
綴
ら
れ
て
い
る
「
某
月
某
日
」

は
、
文
中
の
石
橋
和
訓
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
一
九

O
八
(
明
治
四
二
年
四
月

の
終
わ
り
か
、
五
月
初
め
の
時
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
文
中
、
南
の

マ
ン
ド
リ
ン
の
腕
前
を
誉
め
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

(
6
)

「
作
家
の
自
伝
九
高
村
光
太
郎
」
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
三
頁
。

(
7
)

同
右
、

一
九
九
四
年
、

一
一
四
l
一
二
三
頁
。
初
出
は
昭
和
二
六
年
十
一
月
の
「
中
央
公
論
』
。

(
8
)

「
高
村
光
太
郎
全
集
第
九
巻
三
三
頁
。
「
出
さ
ず
に
し
ま
っ
た
手
紙
の
一
束
」

の
初
出
は
、
明
治
四
三
年
七
月
一
日
発
行
「
ス
バ
ル
』
第
二
年
第
七
号
。

(
9
)

「
出
さ
ず
に
し
ま
っ
た
手
紙
の
一
束
」
に
は
、
「
独
り
だ
。
独
り
だ
。
/
僕
は
何

の
箆
に
巴
里
に
居
る
の
だ
ろ
う
。
:
・
巴
里
の
市
街
の
歓
楽
の
声
は
僕
を
憂
欝
の
底

無
し
井
戸
へ
投
げ
込
も
う
と
し
て
ゐ
る
」
と
、
深
い
孤
独
感
を
訴
え
て
い
る
箇
所

も
あ
る
。
滞
在
時
か
ら
四
十
年
近
く
を
経
て
発
表
さ
れ
た
「
暗
愚
小
伝
」
(
一
九

四
七
年
発
表
)
の
中
の
「
パ
リ
」
と
題
さ
れ
た
詩
は
、
パ
リ
を
賛
美
す
る
内
容
で

あ
る
が
、
北
川
太
一
に
よ
る
「
高
村
光
太
郎
聞
き
書
」
(
取
材
時
期
は
一
九
五
五

年
初
夏
か
ら
翌
年
三
月
十
三
日
ま
で
)
で
は
、
人
種
的
な
差
別
を
人
一
倍
感
じ
て

病
的
だ
っ
た
、
卑
屈
な
よ
う
な
劣
等
感
を
感
じ
て
い
た
、
と
当
時
を
振
り
返
っ
て

い
る
(
『
高
村
光
太
郎
全
集
別
巻
』
八
八
頁
)
。

(
叩
)
『
高
村
光
太
郎
全
集
第
二
十
一
巻
』
、
三
三
頁
。

(
日
)
同
右
第
六
巻
、
二
一
九
|
一
一
一
一
一
頁
。

(
ロ
)
同
右
第
二
十
一
巻
、
六
八
l
六
九
頁
、
七
二

l
七
三
頁
。

(
日
)
同
右
第
九
巻
、
六
七
|
六
九
頁
。

(
H
)

同
右
第
二
十
一
巻
、
五
九
頁
、
六
九
頁
、
七
二
|
七
三
頁
。

(
日
)
同
右
、
五
九
頁
、
六
九
頁
、
七
七
頁
。
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